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会
派
を
代
表
し
て
の
質
問
（
６
月

日
）

第
２
回
定
例
道
議
会
で
北
口

道
議
は
、
会
派
を
代
表
し
て
の

代
表
格
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
項
目
と
し
て
は
、
知
事

の
政
治
姿
勢
や
財
政
運
営
、
地

方
分
権
・
地
域
主
権
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
原
発
政
策
、
第
一
次
産

業
の
振
興
、
経
済
・
雇
用
対
策
、

医
療
・
福
祉
対
策
、
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
道
立
総
合
研
究
機

構
、
教
育
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

地
域
の
思
い
や
願
い
を
質
問
し

ま
し
た
。

再
稼
働
も
国
ま
か
せ

北
口
道
議
の
代
表
格
質
問
で

の
質
問
時
間
は
40
分
、
再
質
問

は
20
分
、
再
々
質
問
は
10
分
、

さ
ら
に
特
別
発
言
も
行
い
、
約

３
時
間
近
く
に
わ
た
り
、
高
橋

知
事
と
丁
々
発
止
を

行
い
ま
し
た
が
、
知

事
か
ら
は
「
国
に
求

め
る
」
や
「
今
後
検

討
す
る
」
な
ど
の
答

弁
に
終
始
し
、
不
誠

実
な
対
応
で
し
た
。

一
方
、
人
口
減
少

問
題
で
は
、「
客
観
的

指
標
で
あ
る
道
独
自

の
市
町
村
別
将
来
人

口
調
査
を
実
施
す
べ

き
」
と
の
問
い
に
は
、

知
事
を
ト
ッ
プ
と
す

る
対
策
本
部
を
設
置

し
、
年
度
内
に
総
合

的
な
指
針
を
作
成
す

る
」
と
の
答
弁
を
得

ま
し
た
。
し
か
し
、
泊
原
発
再

稼
働
問
題
で
は
、「
国
に
求
め
た

２
点
（
浜
岡
原
発
と
の
違
い
と

地
震
が
福
島
の
原
発
に
与
え
た

影
響
）
は
新
規
制
基
準
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
」
と
し
、「
再
稼

働
は
国
が
判
断
す
べ
き
も
の
」

と
の
答
弁
に
終
始
し
、
再
稼
働

の
是
非
も
国
が
判
断
す
べ
き

と
の
認
識
で
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
質
問
と
知
事
答
弁
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

問

福
島
原
発
事
故
を
ど
の
よ

う
に
教
訓
と
し
て
捉
え
て
い

る
の
か
。

答

総
合
的
な
リ
ス
ク
評
価
や

対
策
が
欠
如
し
て
い
た
。
安

全
の
追
求
に
終
わ
り
は
な
く
、

不
断
の
取
組
が
重
要
。

問

泊
原
発
で
、
福
島
原
発
と

同
程
度
の
事
故
が
起
き
た
場

合
、
そ
の
影
響
を
ど
の
よ
う

に
想
定
し
て
い
る
か
。

答

原
発
事
故
は
、
住
民
生
活

は
も
と
よ
り
社
会
経
済
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
。

問

原
子
力
発
電
の
コ
ス
ト
へ

の
認
識
は
。

答

資
本
費
、
運
転
維
持
費
に

加
え
、
掛
か
る
電
源
コ
ス
ト

の
全
て
は
国
民
に
明
ら
か

に
さ
れ
る
べ
き
。

問

離
島
を
モ
デ
ル
に
し
た
エ

コ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
地
産
地
消
）
の
進
捗

状
況
は
。

答

道
立
高
校
や
公
共
施
設
に

太
陽
光
発
電
を
導
入
す
る

な
ど
、
今
後
も
新
エ
ネ
を
導

入
し
て
い
く
。

問

幌
延
問
題
で
、
最
終
処
分

地
の
選
定
方
式
の
方
針
変

更
に
対
す
る
見
解
は
。

答

国
に
お
い
て
、
安
全
性
を

最
優
先
に
具
体
的
な
道
筋

を
示
し
、
徹
底
し
た
情
報
開

示
に
努
め
る
べ
き
。

問

規
制
改
革
会
議
の
内
容
を

ど
う
認
識
し
、
北
海
道
農
業

を
ど
う
強
化
す
る
の
か
。

答

農
協
の
機
能
強
化
は
必
要
。

効
率
的
で
生
産
性
が
高
く
、

付
加
価
値
を
向
上
す
る
農

業
を
推
進
す
る
。

問

地
方
路
線
バ
ス
の
堅
持
や

鉄
路
維
持
に
向
け
た
考
え
。

答

人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進

む
中
、
公
共
交
通
機
関
の
役

割
は
重
要
。
地
域
の
足
を
維

持
・
確
保
す
る
。

ふ る さ と

郷土の思い願いを質問
会派を代表し、道政課題全般について質問
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高橋知事 11 年間の道政を検証！

民主党・道民連合議員会
この 11 年間は、政治・経済状況が大きく激変した時代だった。
それはまた北海道のトップリーダーである知事の手腕が大きく

問われ、試される時期でもあったが、高橋知事はそれを乗り越え
てきたのだろうか、いや否である。

毎年の道政執行方針は総花的な内容に終始し、予算編成におい
ても同様に重点的な施策が見えず、小粒な成果しか得られていな
いという現実の前では、知事が言う「種をまき、大事に育て、花
が咲き、収穫の時を迎えた」との感想が意味を持たないことは、
巷間言われる「北海道は何も変わっていない」という評価に端的
に表れている。

道民の暮らしや所得は下がり、雇用は停滞したまま経済は右肩
下がり、行財政改革の失敗から道債は増え続け、地域医療も疲弊、
一次産業も担い手不足が回復せず、人・もの・金（資金）は都会
に集中し、地方との格差は広がるばかりだ。厳しい時こそ地域と
の連携によって北海道全体の力を結集することが不可欠であるに
もかかわらず、支庁制度改革の取り組みに見られるように、連携
は口先、小手先の対応で、地域を大事にする成果は一向にあがっ
ていない。

高橋道政 3 期の成果は何だったのだろうか。
それは、知事を支え続けた自民党や経済界からもため息が漏れ

るほど期待はずれだっただけではなく、町村会や各地域の首長か
らもあきらめの声が聞こえ、マスコミでも「何もしなかったから
失政もない」と論評されるものだ。

私たちは、議会議論を通じて道政をチェックし、その運営に苦
言を呈しつつ、時には政策提言し、議員提案条例も他府県にない
ほど作り上げてきたが、知事には、議会に対応する積極性、主体
性の片鱗もなく、惰性の道政運営を続けてきたと指摘しても過言
ではない。

今や、道職員はこのような知事の下で、公務員としての本来の
使命を押し隠し、道民のためではなく、知事のために仕事をして
いるに等しい状況になっている。

何もしない、何も変わらない、自ら発信することなく、常に国
頼みの姿勢に終始し、11 年間を無為に浪費し、道民を欺いてき
た罪は非常に大きい。

したがって、高橋知事の道政運営は、そのほとんどが評価に値

しないものであると断じざるを得ない。

第
２
回
定
例
道
議
会
は
、
６

月
17
日
（
火
）
に
開
会
し
、
平

成
26
年
度
北
海
道
補
正
予
算
や

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
」
、
「
Ｊ
Ｒ
北
海

道
及
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
安
全
対
策

強
化
と
安
全
運
行
を
求
め
る
意

見
書
」
な
ど
を
可
決
し
、
７
月

４
日
（
金
）
に
閉
会
し
ま
し
た
。

暴
走
す
る
安
倍
政
権

国
政
で
は
、
安
倍
政
権
の
暴

走
が
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
強

行
に
続
き
、
憲
法
解
釈
の
変
更

に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
と
続
い
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
医
療
介
護
推
進
法

の
強
行
、
労
働
規
制
緩
和
、
農

政
見
直
し
な
ど
、
国
民
生
活
や

地
域
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
変

え
る
よ
う
な
施
策
が
十
分
な
議

論
も
な
い
ま
ま
で
推
し
進
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

国
ま
か
せ
の
知
事
姿
勢

民
主
党
・
道
民
連
合
議
員
会

会
派
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
国

の
動
向
に
対
し
て
、
知
事
が
道

民
・
地
域
の
声
を
取
り
ま
と
め
、

国
に
も
の
申
す
よ
う
求
め
て
の

論
議
を
展
開
し
ま
し
た
が
、「
知

事
は
国
に
従
う
」
と
の
基
本
姿

勢
を
崩
さ
ず
、
山
積
す
る
課
題

に
真
剣
に
対
応
し
て
い
く
姿
を

見
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
道
に

と
っ
て
極
め
て
大
き
な
課
題
で

あ
る
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
や
原
発
政

策
に
つ
い
て
も
、「
国
の
判
断
待

ち
、
指
示
待
ち
」
と
の
答
弁
を

繰
り
返
す
ば
か
り
で
し
た
。

ま
た
、
自
民
党
が
検
討
す
る

「
道
州
制
推
進
基
本
法
案
」
に

対
し
て
、
多
く
の
自
治
体
か
ら

懸
念
、
反
発
が
出
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
法
案
推

進
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
る

「
知
事
・
市
長
連
合
」
に
参
加

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
国

民
的
な
議
論
を
喚
起
す
る
た
め

に
参
加
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

さ
ら
に
、
函
館
市
の
大
間
原
発

訴
訟
で
意
見
陳
述
を
求
め
ら
れ

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

「
仮
定
の
話
に
は
お
答
え
で
き

な
い
」
と
答
弁
す
る
な
ど
、
議

会
論
議
に
対
し
て
不
誠
実
な
対

応
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

◆
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す
る

決
議
●
地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書
●
Ｊ
Ｒ
北

海
道
及
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
安
全
対

策
強
化
と
安
全
運
行
を
求
め
る

意
見
書
●
平
成
26
年
度
北
海
道

最
低
賃
金
改
定
等
に
関
す
る
意

見
書
●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
た
め
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
支
援
を
求
め
る
意
見
書

●
新
た
な
難
病
対
策
及
び
小
児

慢
性
特
定
疾
病
対
策
の
円
滑
な

施
行
を
求
め
る
意
見
書
●
精
神

障
が
い
者
を
含
め
た
重
度
心
身

障
が
い
者
（
児
）
医
療
費
の
公

費
負
担
制
度
の
創
設
を
求
め
る

意
見
書
●
衆
議
院
小
選
挙
区
の

区
割
り
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
●
軽
油
引
取
税
の
課
税
免

除
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見

書
●
歯
科
技
工
士
国
家
試
験
全

国
統
一
化
に
当
た
り
北
海
道
に

試
験
地
を
設
け
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
●
義
務
教
育
の
機
会

均
等
の
確
保
と
教
育
予
算
の
確

保
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
●

炭
鉱
技
術
海
外
移
転
事
業
の
推

進
に
関
す
る
意
見
書
●
道
路
の

整
備
に
関
す
る
意
見
書
●
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書

※
会
派
と
し
て
は
、「
憲
法
解
釈

の
変
更
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
」
、「
特
定
秘
密
保
護
法

の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提

出
し
ま
し
た
が
、
自
民
・
公
明
両

会
派
が
反
対
し
、
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

第
二
回
定
例
道
議
会
報
告
（
６
月
17
日
～
７
月
４
日
）
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
４
月
～
６
月
）

士別市甜菜振興会定期総会で挨拶（4 月 4 日）国会前の TPP 交渉反対座り込みに激励（4 月 23 日）

士別市文化協会定期総会で挨拶（4 月 25 日）市民参加の羊と雲の丘の牧柵修理（4 月 27 日）

綺麗になった屯田兵屋で記念撮影（5 月 2 日）退職者会 20 周年記念で団結ガンバロー（5 月 15 日）

国営農地再編整備事業の要請（6 月 25 日）

↑
自
治
体
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
懇
談

会
を
設
立
（
５
月
17
日
））

直播ビートなどを作況調査（6 月 14 日）

↓
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
実
証
試

験
（
５
月
22
日
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
４
月
～
６
月
分
）

◆
４
月
17
日【
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー

２
０
１
５
大
雪-

実
行
委
員
会
】

▼
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
は
、

２
０
１
２
年
帯
広
の
十
勝
千
年

の
森
に
て
第
１
回
が
開
催
さ
れ
、

通
算
で
20
万
人
の
来
客
が
あ
り
、

多
く
の
経
済
効
果
も
あ
っ
た
と

の
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
来
年
に

向
け
、
上
川
町
が
中
心
と
な
っ

て
、「
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー

２
０
１
５
大
雪
」
を
開
催
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
▼
来
年
の
ガ

ー
デ
ン
シ
ョ
ー
で
は
、
神
々
の

遊
ぶ
庭
『
カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
』

（
大
雪
山
国
立
公
園
）、
大
雪
森

の
ガ
ー
デ
ン
（
上
川
町
）、
上
野

フ
ァ
ー
ム
（
旭
川
市
）
を
結
び
、

来
年
６
月
か
ら
10
月
の
日
程
で
、

約
25
万
人
の
集
客
を
予
定
し
て

い
る
▼
今
日
の
実
行
委
員
会
に

は
、
地
元
の
上
川
町
内
の
各
関

係
者
は
も
と
よ
り
、
国
や
道
の

出
先
機
関
の
職
員
も
集
ま
り
、

佐
藤
町
長
は
、「
小
さ
な
マ
チ
の

大
き
な
挑
戦
だ
。
こ
の
動
き
を

全
道
に
広
げ
、
オ
ー
ル
北
海
道

の
取
り
組
み
と
し
た
い
」
と
、

そ
の
決
意
を
語
ら
れ
た
。

◆
５
月
２
日
【
屯
田
兵
屋
の
清
掃

作
業
】
▼
士
別
市
は
、
明
治
32
年

７
月
、
最
後
の
屯
田
入
植
に
よ

っ
て
開
拓
さ
れ
た
。
保
存
さ
れ

て
い
る
屯
田
兵
屋
は
、
川
津
万

次
郎
氏
宅
（
兵
屋
番
号
67
番
）

で
、
昭
和
44
年
、
九
十
九
山
の

士
別
神
社
境
内
に
復
元
し
、
そ

の
後
博
物
館
横
の
現
在
地
に
移

転
し
た
。
内
部
に
は
当
時
の
タ

ン
ス
や
戸
棚
、
官
給
品
の
自
在

鉤
や
鉄
瓶
、
農
機
具
な
ど
の
展

示
を
し
て
い
る
。
屋
根
の
煙
出

し
や
無
双
窓
な
ど
が
特
徴
だ
が
、

酷
寒
の
冬
季
を
し
の
ぐ
に
は
余

り
に
も
粗
末
な
造
り
で
、
開
拓

期
の
苦
労
を
物
語
っ
て
い
る
▼

士
別
市
郷
土
研
究
会
で
は
、
雪

解
け
を
迎
え
た
こ
の
時
期
、
一

般
開
放
さ
れ
る
屯
田
兵
屋
の
清

掃
作
業
を
行
い
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
そ
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
し
て
い
る
。
今
日
の

清
掃
作
業
に
は
、
郷
土
研
究
会

員
と
士
別
市
教
育
委
員
会
の
職

員
で
行
い
、
こ
の
冬
の
汚
れ
も

綺
麗
に
な
り
、
市
民
に
当
時
の

様
子
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
来

場
を
願
っ
て
い
る
。

◆
６
月
８
日
【
あ
い
べ
つ
校
開
校

式
】
▼
北
海
道
美
深
高
等
養
護

学
校
あ
い
べ
つ
校
は
、
多
様
化

す
る
保
護
者
の
要
望
を
受
け
、

美
深
高
等
養
護
学
校
の
分
校
と

し
て
開
校
。
校
舎
は
平
成
23
年

に
閉
校
し
た
旧
愛
別
高
等
学
校

の
校
舎
を
活
用
す
る
こ
と
と
な

っ
た
▼
こ
の
あ
い
べ
つ
校
の
特

徴
は
、
道
北
初
の
通
学
型
の
特

別
支
援
学
校
と
し
て
開
校
し
、

今
年
１
年
生
と
し
て
14
名
が
入

学
し
た
。
ま
た
、
校
舎
と
と
も

に
、
旧
愛
別
高
校
の
校
訓
で
あ

る
「
思
考
・
実
践
」
を
引
き
継

ぎ
、「
自
分
ら
し
く
、
よ
り
よ
く

生
き
る
人
を
育
て
る
」
こ
と
を

学
校
教
育
目
標
に
定
め
て
い
る

▼
今
日
の
開
校
式
で
生
徒
を
代

表
し
て
挨
拶
し
た
女
子
生
徒
は
、

「
新
し
い
学
校
で
は
、
不
安
と

緊
張
で
入
学
し
た
が
、
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
ち
、
努
力
し

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
自
分

た
ち
が
あ
い
べ
つ
校
の
歴
史
を

創
れ
る
よ
う
頑
張
る
」
と
決
意

が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
生

徒
た
ち
に
よ
る
校
歌
が
披
露
さ

れ
、
素
晴
ら
し
い
開
校
式
が
終

了
し
た
と
こ
ろ
だ
。

開校式で式辞を述べる佐々木校長

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記
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【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
「
現
在
、
太
陽
光
、
風
力
、
バ

イ
オ
マ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資

源
の
あ
る
離
島
を
モ
デ
ル
と
し

て
、
利
用
規
模
に
応
じ
た
最
適
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
組
み
合
わ
せ
の

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
」
▼
こ
れ
は
、
平
成
23

年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
私

が
質
問
し
た
「
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド

構
想
に
つ
い
て
」
の
知
事
の
答
弁

で
あ
る
▼
さ
ら
に
、
今
回
の
代
表

格
質
問
で
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

「
住
民
の
意
識
調
査
を
行
い
、
道

立
高
校
や
公
共
施
設
に
太
陽
光

発
電
を
導
入
し
、
こ
れ
か
ら
も
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
努
め
る
」

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
▼
約
３
年

が
経
過
し
、
具
体
的
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
導
入
し
た

の
は
太
陽
光
発
電
だ
け
。
こ
れ
で

は
、
全
く
や
る
気
が
な
い
と
言
わ

れ
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
は
な

い
か
▼
こ
ん
な
や
る
気
の
な
い

知
事
に
、
ま
た
知
事
を
任
そ
う
と

す
る
人
が
い
る
こ
と
が
、
私
に
は

理
解
で
き
な
い
。（
ゆ
う
こ
う
）

綺麗になった「屯田兵屋」で記念撮影

恒例となっている新春街宣活動


